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日
奈
久
ニ
ュ
ー
ス

お
が

ま
ち

平成29年3月号
（第91号）
発行者

日奈久住民自治会

「
あ
り
が
と
う
」
が

行
き
交
う
ま
ち

日
奈
久

１

住
民
自
治
会
運
営
委
か
ら

津
森
小

海
難
事
故
慰
霊
塔(

益
城
町)

再
建
支
援
募
金
の
受
付

３
月
31
日(

金)

ま
で

病
気
療
養
中
の
平
田
啓
爾
校
区
長(

塩
北
町)

か
ら

市
政
協
力
員
を
辞
職
す
る
旨
の
届
け
が
提
出
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
、
２
月
13
日
に
行
わ
れ
た
市
政
協
力
員
例

会
に
お
い
て
、
後
任
人
事
に
つ
い
て
協
議
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
結
果
、
校
区
長
に
里
木
豊
さ
ん
（
大
坪
町
）

が
、
後
任
理
事
に
米
崎
孝
之
さ
ん
（
竹
之
内
町
）
が

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
塩
北
町
の
市
政
協
力
員
と
し
て
、
桑
原
秀

文
さ
ん
に
市
か
ら
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

い
つ
ま
で
も

い
き
い
き
と

自
分
ら
し
く

元
気
で
い
た
い
と
思
い
ま
せ
ん

か
？

そ
の
た
め
に
必
要
な
の
が
介
護
予
防
で
す
。
足
腰
が
弱
っ
て
か
ら
で
は
な

く
、
元
気
な
う
ち
か
ら
始
め
て
み
ん
ま
せ
ん
か
。

◆
対
象
者

65
才
以
上
の
方

◆
場

所

南
部
市
民
セ
ン
タ
ー
１
階
会
議
室

◆
開
講
日

３
月
16
日(

木)

午
前
10
時
～
11
時

◆
開
催
日

平
成
29
年
３
月
～
８
月

毎
月
１
回
（
木
曜
日
）

合
計
６
回

◆
内

容

運
動･

栄
養･

お
口
の
健
康･

認
知
症
予
防
・
生
活
習
慣
病･

笑
い
の

効
果
な
ど
に
つ
い
て
、
講
話
と
体
操
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

◆
費

用

無
料

※
送
迎
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(

問
い
合
わ
せ
先
）
八
代
市
第
６
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

担
当

溝
下
・
笹
本

電
話

38-
３
３
７
３

《
元
気
支
援
ひ
な
ぐ
お
れ
ん
じ
ク
ラ
ブ
》
参
加
者
募
集

八
代
市
第
６
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
お
れ
ん
じ
か
ら
の
お
知
ら
せ

下西町の守護神様

下塩屋稲荷神社
旧初午大祭

３月８日(水)午前10:00神事

接待の用意もしておりますので

お誘い合わせてお寄りください。

そらぁよかろバイ さくらウォークも宇土ん太鼓も

湯
の
里
日
奈
久
振
興
会
と
日
奈
久
住
民
自
治
会
で
は
、

健
康
と
日
奈
久
観
光
へ
の
集
客
を
目
的
に
、
「
日
奈
久

ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
、
「
櫛
山
さ
く
ら

ウ
ォ
ー
ク
」
「
宇
土
天
響
太
鼓
」
演
奏
な
ど
を
行
い
ま

す
。
ご
家
族
、
お
友
達
を
誘
っ
て
、
奮
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
心
か
ら
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

先
ず
は
、
櫛
山
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
。
温
泉
神
社
と
櫛

山
の
桜
を
楽
し
み
、
鳥
の
声
と
さ
わ
や
か
な
春
の
風
を

楽
し
み
な
が
ら
、
森
林
浴
の
醍
醐
味
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

今
回
の
注
目
は
「
宇
土
天
響
太
鼓
」
の
迫
力
あ
る
演

奏
。
宇
土
と
い
え
ば
大
太
鼓
、
宇
土
雨
乞
い
大
太
鼓

保
存
会
青
年
部
の
勇
姿
も
楽
し
み
で
す
。

◆
期
日

平
成
29
年
３
月
26
日(

日)

（
雨
天
中
止
）

◆
受
付

ば
ん
ぺ
い
湯
前

午
前
８
時
～
９
時

(

当
日
受
付)

◆
ス
タ
ー
ト

９
時
30
分

櫛
山
山
頂
で
昼
食
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム

◆
下
山

12
時

ゴ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
広
場

13
時

宇
土
天
響
太
鼓
演
奏(

イ
ベ
ン
ト
広
場
）

13
時
30
分

抽
選
会(

イ
ベ
ン
ト
広
場)

◆
参
加
費

５
０
０
円

温
泉
入
浴
券
、
ち
く
わ
焼
１
本
分
、

抽
選
券
付

※
弁
当
、
飲
料
水
は
各
自
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

校
区
長
に
里
木

豊
さ
ん

八
代
市
市
政
協
力
員
協
議
会
理
事
に

米
崎
孝
之
さ
ん
を
選
任

花
火
３
０
０
発
を
２
回
打
ち
上
げ
る
よ

日
奈
久
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
「
シ
ー･

湯･

遊
」

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
日
奈
久
温
泉
花
火
大
会

11日(土) 中学校卒業式

19・20日 第21回熊日旗Ｕ14サッカー大会

ドリームランド

20日(月） 春分の日

23日(木) 小学校卒業式

26日(日) 温泉感謝祭(温泉神社)

スプリングフェスタ

櫛山さくらウォーク

住民自治会会議等

場所：南部市民センター

13日(月) 市政協力員例会 13:30

15日(水) 運営委員会 17:00

21日(火) 広報部会(編集会議) 19:00

２
月
15
日
の
運
営
委
員
会
か
ら
、
記
事

と
し
て
扱
っ
て
い
な
い
事
項
に
つ
い
て
主

な
も
の
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
町
内
連
絡
委
員
会(

市
政
協
力
員
）

・
小
中
学
校
の
卒
業
式
及
び
入
学
式
に
は

手
分
け
し
て
出
席
す
る
。

◆
事
務
局

①
地
域
協
議
会
要
望
事
項
へ
の
市
担
当
部

署
か
ら
意
見
（
回
答
）
が
あ
っ
た
こ
と
。

②
団
体
会
員
に
対
す
る
住
民
自
治
会
の
組

織
及
び
活
動
な
ど
の
周
知
が
必
要
と
思
わ

れ
る
の
で
、
検
討
を
頂
き
た
い
。

③
０-

60
・
70
サ
ッ
カ
ー
大
会
主
催
者
か
ら

の
義
援
金
14
万
７
千
円
は
サ
ッ
カ
ー
協
会

長
、
日
奈
久
湯
の
里
振
興
会
長
と
協
議
の

上
、
半
額
を
選
手
宿
泊
旅
館
へ
、
半
額
を

公
民
館
の
カ
タ
ロ
グ
ラ
ッ
ク
購
入
と
住
民

自
治
会
へ
の
寄
付
金
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ

た
。

大
分
・
竹
田
市
か
ら
視
察

ま
ち
歩
き
と
自
治
会
交
流

●問い合わせ

日奈久温泉観光案内所

電話 0965(38)０２６７
日
奈
久
観
光
誘
客
を
目
的
に
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ

や
つ
し
ろ
で
は
熊
本
地
震
復
興
祈
願
と
し

て
、
日
奈
久
ド
リ
ー
ム
ラ
ン
ド
で
２
日
に

わ
た
り
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
す
。

◆
期
日

３
月
４
日(

土)

、
19
日(

日)

（
雨
天
時
は
翌
日
に
延
期
）

◆
時
刻

午
後
７
時
30
分
か
ら
約
15
分
間

※
消
火
栓
を
使
用
し
ま
す
の
で
、
場
合
に

よ
っ
て
は
周
辺
ご
家
庭
の
水
道
水
が
濁
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

浜
焼
き
の
試
食
会

ラ
ブ
ひ
な
、
Ｄ
Ｍ
Ｏ
八
代
な
ど

「
日
奈
久
温
泉
施
設
等
入
湯
助
成
券
」

を
お
持
ち
の
方
へ
！

平
成
28
年
６
月
に
交
付
し
て
お
り
ま
す

八
代
市
日
奈
久
温
泉
施
設
「
西
湯
」
の
廃

止
に
伴
う
「
日
奈
久
温
泉
施
設
等
入
湯
助

成
券
」
の
使
用
期
限
が
、
平
成
29
年
３
月

31
日
（
金
）
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
助
成
券
は
、
４
月
以
降
の
使
用
が

で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ま
だ
助
成
券
を
お
持

ち
の
方
は
、
お
早
め
に
使
用
を
お
願
い
し

ま
す
。
◆
助
成
券
は
、
１
人
１
冊
（1

0
0

円
助
成
券
の1

0
0

枚
綴
り
）
で
す
。

お
問
合
せ
先：

八
代
市
観
光
振
興
課

（
℡

33-

４
１
１
５
）

身
近
な
人
に
「
あ
り
が
と
う
」

愛
す
る
日
奈
久
に
「
あ
り
が
と
う
」

訪
れ
る
人
に[

あ
り
が
と
う]

日奈久の人口
（1月末現在）
男1265人
女1573人
計2838人

(21年末3444人)

３
月
26
日(

日)

日
奈
久
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

櫛
山
さ
く
ら
ウ
ォ
ー
ク
、
宇
土
天
響
太
鼓
演
奏
、
抽
選
会

３月の行事から

温
泉
助
成
券

使
用
期
限
迫
る
!!

２
月
16
日(

木)

Ｄ
Ｍ
Ｏ
や
つ
し
ろ
の
企

画
で
観
光
業
者
を
招
待
し
て
浜
焼
き
の
試

食
会
が
あ
り
ま
し
た
。
日
奈
久
で
提
供
出

来
る
魚
介
類
を
チ
ー
ム
ア
イ
ラ
ブ
ひ
な
ぐ

な
ど
が
お

も
て
な
し

し
ま
し
た
。

写
真
は
浜

焼
き
を
行
っ

た
牡
蛎
小

屋
の
テ
ン

ト

２
月
16
日(

木)

竹
田
市
の
自
治
会
長

ら1
5

名
が
訪
れ
ま
し
た
。
日
奈
久
温
泉

街
案
内
人
の
ガ
イ
ド
で
ま
ち
歩
き
を
し

た
あ
と
、
ゆ
め
倉
庫
で
日
奈
久
住
民
自

治
会
が
活
動
状
況
を
説
明
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
等
に
つ
い
て
意
見
交
流
し
ま
し

た
。

昨年12月から募金をお願いしてきまし

たが、３月末で締め切ります。

募金は日奈久公民館へお願いします。

新開堤防を清掃 多量のゴミ投棄

２月19日(日)カワズサクラがほぼ満開の堤
防の刈り払いと清掃を市政協力員、婦人会、
有志の皆さん約40名で行いました。不法投
棄のゴミが軽トラック一杯程ありました。

×
19時より公園内
の立ち入り不可

見物は係員の指示に従ってください

（広告欄）
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２

日
奈
久
に
春
を
よ
ぶ

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
始
ま
る

２
月
11
日(
土)

、
午
前
の
本
町
ア
ー

ケ
ー
ド
で
の
雛
祭
り
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
の
あ
と
、
午
後
３
時
か
ら
ひ

な
ぐ
雛
祭
り
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
と
雛
迎
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
町
で
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
日

奈
久
か
ぐ
や
姫
に
扮
し
た
上
村
育
愛
さ

ん(

千
丁
小)

と
橋
口
響
さ
ん(

大
坪
町)

が
あ
で
や
か
な
十
二
単
姿
で
登
場
。
日

奈
久
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

午
後
３
時
か
ら
は
、
ば
ん
ぺ
い
湯
前

で
秀
岳
館
「
雅
太
鼓
」
の
迫
力
あ
る
演

奏
が
あ
り
、
大
勢
の
観
客
を
魅
了
し
ま

し
た
。
盛
り
上
が
っ
た
と
こ
ろ
で
、
笛

吹
き
を
先
頭
に
灯
り
持
ち
、
三
人
官
女

を
従
え
て
、
か
ぐ
や
姫
が
乗
っ
た
駕
籠

が
登
場
、
雛
迎
え
の
儀
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
日
奈
久
か
ぐ
や
姫
役
の
橋
口
莉
子

さ
ん
（
大
坪
町
）
が
竹
取
物
語
を
朗
読
。

姫
を
乗
せ
た
駕
籠
の
行
列
が
日
奈
久

２
月
３
日(

金)

、
日
奈
久
中
学
校
で

は
２
年
生
の
立
志
式
を
行
い
ま
し
た
。

立
志
式
は
、
奈
良
時
代
以
降
の
元
服

(

成
人
に
な
る
こ
と)

に
ち
な

ん
で
14
歳
（
数
え
年
の
15
歳
）

を
祝
う
行
事
。
中
学
２
年
生

の
こ
の
時
期
に
将
来
の
決
意

や
目
標
な
ど
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
で
，
お
と
な
に
な
る

自
覚
を
深
め
よ
う
と
行
わ
れ

ま
し
た
。

生
徒
代
表
が
「
私
の
夢
」

を
発
表
し
、
保
護
者
か
ら
の

言
葉
、
講
話
「
未
来
を
選
択

す
る
チ
カ
ラ
～
世
界
を
知
る

こ
と
か
ら
自
分
の
世
界
を
変

え
よ
う
」
（
講
師
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
デ
ス
ク
熊
本

阿
南
栄
子
さ
ん
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
平
野
名
花
さ
ん
、
本
田
り
く

と
さ
ん
は
、
次
の
よ
う
な
感
想
を
寄
せ
て

く
れ
ま
し
た
。

「
今
回
の
立
志
式
で
は
、
生
徒
発
表
と

し
て
、
将
来
の
夢
や
日
頃
の
感
謝
の
気
持

ち
な
ど
、
一
人
一
人
の
個
性
溢
れ
る
作
文

を
発
表
し
ま
し
た
。
全
員
が
、
自
分
の
目

標
に
改
め
て
向
き
合
う
こ
と
で
、
今
後
の

人
生
に
つ
い
て
も
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

ま
た
、
阿
南
栄
子
さ
ん
の

記
念
講
話
で
は
、
外
国
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
さ
れ
て
い
た

と
き
の
お
話
や
、
発
展
途
上

国
の
現
状
な
ど
、
普
段
聞
く

こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
お

話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

海
外
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
は
と
て
も
大
変
そ
う
に
も

思
え
ま
し
た
が
、
同
時
に
や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
感

じ
ま
し
た
。
私
も
い
つ
か
１
度
は
体
験
し

て
み
た
い
で
す
。
私
に
は
、
大
き
な
夢
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
も
、

こ
の
立
志
式
で
学
ん
だ
こ
と
を
今
後
の
生

活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。
」

14
歳
に
な
っ
た
自
覚
と
喜
び

日
奈
久
中
２
年
生
立
志
式

２
月
11
日(

土)

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

雛
迎
え
の
儀

ひ
な
ぐ
雛
祭
り
を
演
出

雛
飾
り
台
、
竹
灯
ろ
う
を
製
作

ひ
な
ぐ
雛
人
形
を
飾
る
竹
の
台
約
２

０
０
個
と
、
雛
送
り
の
儀
を
竹
灯
り
で

演
出
す
る
竹
灯
ろ
う
を
住
民
自
治
会
や

住
民
の
有
志
な
ど
数
名
が
１
月
末
か
ら

約
１
ヶ
月
間
か
け
て
制
作
し
ま
し
た
。

竹
灯
ろ
う
は
い
こ
い
の
広
場
を
中
心

に
港
か
ら
温
泉
セ
ン
タ
ー
ま
で
並
べ
、

25
，
26
日
の
夕
刻
か
ら
点
灯
し
ま
す
。

温
泉
セ
ン
タ
ー
前
に
は
か
ぐ
や
姫
の
お

家
（
ス
テ
ー
ジ
）
と
し
て
竹
の
館
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。

演
技
、
展
示
、
販
売
な
ど

も
り
だ
く
さ
ん
の
楽
し
み

ふ
れ
あ
い
祭
に
２
５
０
人

２
月
４
日(

土)

第
14
回
日
奈
久
校
区

ふ
れ
あ
い
祭
が
日
奈
久
ゆ
め
倉
庫
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
、
豚
汁
が
無
料
配
布
。

ひ
ふ
み
館
朝
市
感
謝
祭
、
婦
人
会
バ
ザ
ー

や
百
円
ぜ
ん
ざ
い
、
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

な
ど
館
外
の
ブ
ー
ス
は
子
供
や
大
人
の

客
で
大
賑
わ
い
。
館
内
で
は
、
小
学
生

三
世
代
交
流
ス
ト
ラ
ッ
プ
作
り

賑わう湯の町

麦島勝 写真の世界⑥

海に恵まれた日奈久温泉の観光イベントに､夏か

ら秋にかけての「カニ網」がある。船上で新鮮な

カニを獲ったその場で味わえるのが魅力で、お土

産にもかなり人気があった。 麦島 勝

私
に
と
っ
て
、
日
奈
久
は
父
で
あ
り
母

で
し
た
。
小
学
三
年
生
の
と
き
、
八
代
か

ら
転
校
し
ま
し
た
。
少
年
か
ら
青
年
に
な

る
ま
で
、
日
奈
久
の
人
た
ち
と
温
泉
に
温

か
く
育
て
て
頂
き
ま
し
た
。

当
時
の
日
奈
久
は
、
土
用
の
丑
の
日
に

一
浴
す
れ
ば
効
き
目
千
倍
と
い
わ
れ
た
丑

の
湯
祭
り
、
夜
は
打
ち
あ
げ
花
火
、
七
夕

祭
り
、
盆
踊
り
、
万
灯
流
し
、
旧
暦
八
月

一
日
は
日
奈
久
沖
に
不
知
火
、
旧
暦
八
月

十
五
日
は
十
五
夜
綱
引
き
な
ど
、
各
町
内

の
若
者
の
楽
し
み
で
し

た
。人

間
八
十
才
を
越
え

て
か
ら
が
始
ま
り
で
す
。

私
も
い
ろ
い
ろ
な
職
業

を
経
験
し
ま
し
た
。
最
初
は
、
医
院
の
事

務
、
出
雲
大
社
沖
縄
分
社
の
神
主
、
家
具

の
配
送
、
病
院
の
医
事
課
長
、
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
会
社
の
寮
の
管
理
人
、
老
人
ホ
ー
ム

の
運
転
手
等
々
、
七
五
才
ま
で
頑
張
り
ま

し
た
。
今
も
元
気
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

日
奈
久
の
皆
さ
ん
、
昔
の
よ
う
な
活
気

を
取
り
戻
し
ま
し
ょ
う
。
美
し
い
日
奈
久

を
心
か
ら
愛
し
て
い
ま
す
。

私
と
、
日
奈
久

神
戸
市

松
野
雅
一

寄

稿

日奈久のカニ網 昭和32年8月5日 日奈久沖

こ
の
写
真
が
撮
影
さ
れ
た
頃
は
、
日
奈
久
が
最

も
賑
わ
っ
て
い
た
頃
で
、
30
～
40
軒
も
あ
っ
た
旅

館
は
い
つ
も
満
員
で
、
県
内
外
か
ら
の
客
が
下
駄

を
カ
ラ
コ
ロ
鳴
ら
せ
、
浴
衣
を
着
て
町
中
を
歩
い

て
い
る
様
子
は
、
毎
日
が
祭
り
の
よ
う
で
し
た
。

こ
の
頃
は
日
奈
久
の
海
岸
近
く
の
沖
で
、
カ
ニ

が
鈴
な
り
に
な
る
ほ
ど
沢
山
網
に
か
か
っ
た
も
の

で
す
。
カ
ニ
網
は
大
変
な
人
気
で
、
船
頭
さ
ん
が

旅
館
の
客
を
舟
に
乗
せ
て
カ
ニ
網
に
案
内
し
た
り

し
ま
し
た
。
私
も
遊
覧
船
に
40
人
ほ
ど
の
客
を
乗

せ
、
カ
ニ
漁
を
見
物
後
、
鳩
山
や
築
島
へ
上
が
っ

て
、
捕
れ
た
カ
ニ
を
煮
炊
き
し
、
客
と
い
っ
し
ょ

に
な
っ
て
ド
ン
チ
ャ
ン
騒
ぎ
を
し
た
も
の
で
す
。

（
塩
南
町

荒
木
昭
行
さ
ん
か
ら
聞
き
取
り
）

の
人
権
標
語
な
ど
の
展
示
。
ス
テ
ー
ジ
は

日
奈
久
小
2
年
生
の
か
わ
い
い
合
唱
で
始

ま
り
太
極
拳
、
カ
ラ
オ
ケ
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、

日
舞
、
コ
ー
ラ
ス
等
日
頃
の
練
習
成
果
な

婦人会バザーのお手伝いをする小学生 ステージでは小学生を含め９団体が発表

２
月
５
日(

日)

婦
人
会
の
主
催
で､

ゆ
め
倉
庫
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
35
名
ほ

ど
の
参
加
が
あ
り
、
小
さ
な
ハ
マ
グ
リ

を
き
れ
い
な
布
で
包
ん
だ
ス
ト
ラ
ッ
プ

作
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

親
子
で
の
参
加
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た

が
、
日
奈
久
の
子
供
た
ち
の
参
加
が
少

な
く
て
さ
び
し
か
っ
た
そ
う
で
す
。

自分で作ったストライプを手に

うれしそうな子供たち

ど
を
発
表
。
最
後
は
抽
選
会
、
番
号
を
呼

ば
れ
る
度
に
「
当
た
っ
た
！
」
「
惜
し
か
っ

た
！
」
と
大
賑
わ
い
で
し
た
。

主
催
者
の
ス
ポ
ー
ツ
文
化
部
会
、
お
世

話
に
な
っ
た
市
政
協
力
員
、
婦
人
会
や
ひ

ふ
み
館
、
、
そ
の
ほ
か
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「雅太鼓」の演奏に観客もノリノリでした。

ゆ
め
倉
庫
へ
向
か
う
と
、
カ
メ
ラ
マ
ン
や

見
物
人
が
一
斉
に
取
り
囲
む
よ
う
に
付
い

て
回
り
ま
し
た
。

ゆ
め
倉
庫
で
か
ぐ
や
姫
は
「
ひ
な
ぐ
雛

祭
り
」
の
開
会
を
宣
言
。
次
い
で
、
そ
が

み
ま
こ
童
謡
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
そ
が
さ
ん
の
楽
し
い
歌
に

観
客
は
癒
や
さ
れ
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

ばんぺい湯前からゆめ倉庫へ向かうかぐや姫の行列

着物姿のそがさん(中央)左は司会の山下亜矢子さん

大
賞
に
山
口
・溝
部
さ
ん
共
同
作
品

手
作
り
雛
公
募
審
査
結
果

２
月
23
日
、
県
伝
統
工
芸
館
で
審
査
を
行
い
、

大
賞
に
山
口
記
代
さ
ん
と
溝
部
賢
治
さ
ん

「
仲
良
し
雛
人
形･

雛
段
」
伝
統
工
芸
館
賞

に
上
田
昭
子
さ
ん
「
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
立
び
な
」

入
選
に
七
搦
正

子
さ
ん
「
ち
い

さ
な
お
ひ
な
さ

ま
Ａ
」
と
野
入

陽
子
さ
ん
「
竹

び
な
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

（広告欄）


